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今
回
の
わ
れ
ら
が
ヒ
ー
ロ
ー
は
、西
消

防
団
櫨
谷
支
団
長
の
高
尾
淳
さ
ん
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

櫨
谷
町
は
南
北
に
細
長
く
、東
西
は
西

神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
西
神
南
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
挟
ま
れ
た
田
園
地
域
で
、国
指
定
文

化
財
の
如
意
寺
や
戦
国
時
代
の
山
城
で
、

平
成
21
年
２
月
に
神
戸
市
指
定
史
跡
に

な
っ
た
衣
笠
城
な
ど
、歴
史
的
建
造
物
が

残
る
自
然
豊
か
な
土
地
で
す
。
櫨
谷
支
団

は
、こ
の
櫨
谷
町
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一

部
を
活
動
範
囲
と
し
て
、防
火
・
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

高
尾
支
団
長
は
、昭
和
56
年
４
月
に
櫨

谷
消
防
団
寺
谷
分
団
に
入
団
さ
れ
、昭
和

63
年
４
月
に
支
団
本
部
分
団
長
に
昇
任
さ

れ
る
ま
で
の
間
、地
元
か
ら
西
消
防
団
の

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出
場
し
、チ
ー
ム
の

優
秀
な
成
績
に
貢
献
さ
れ
、消
防
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、前
・
平
山
支
団
長
が
急
逝
さ

れ
た
平
成
20
年
10
月
、女
性
消
防
団
員
を

含
む
１
４
５
名
の
櫨
谷
支
団
を
率
い
る
支

団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
尾
支
団
長
は
、地
域
で
の
信
頼
も
厚

く
、今
年
の
春
ま
で
は
自
治
会
長
を
務
め
、

現
在
で
も
要
職
を
兼
務
さ
れ
る
な
ど
、多

忙
な
中
、多
方
面
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、職
場
で
あ
る

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
で
は
、

育
苗
の
専
門
家
と
し
て

の
豊
富
な
知
識
で
定

評
が
あ
り
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
多
く
の
部
下
を
束
ね
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
高
尾
支
団
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

西
消
防
団
櫨
谷
支
団
は
、消
防
団
の
行
事

で
あ
る
出
初
式
、神
戸
ま
つ
り
の
警
備
、サ

ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、櫨

谷
小
学
校
の
納
涼
会
、櫨
谷
川
ま
つ
り
、ポ

ン
プ
操
法
大
会
、櫨
谷
町
防
災
訓
練
、年
末

特
別
警
戒
な
ど
、地
元
の
行
事
か
ら
神
戸

市
の
行
事
に
至
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
形

で
消
防
団
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
、近
所
同
士
の

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
な
消
防
団
で
、最
近
で
は
若
い
団

員
も
増
え
、消
防
団
全
体
の
活
性
化
も
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
尾
支
団
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、櫨
谷
支
団
団
員

が
力
を
合
わ
せ
、わ
が
町
、わ
が

ふ
る
さ
と
を
守
る
こ
と
を
念
頭

に
、消
防
団
活
動
を
通
し
て
地
域

に
根
付
き
、誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ

る
消
防
団
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西消防団櫨谷支団

支団長  高尾  淳 さん


